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「７/28（水）の寄贈式では、自転車 10 台、いろ
いろな色のものを保険も付けてご用意いただき、
ありがとうございます。 
子供たちは喜んでおります。大事にするよう話
しました。 
３年にわたって、誠にありがとうございます。」 
 

  
 
 
 
 
昨年は施設についてお話しましたので、今回は
どのように入所してきて、どのように暮らして
いるのかをお話います。 
 
▼経過 
親と一緒に暮らせない子は、児童相談所から通
告され、一時保護所に入ります。 
 
一時保護所では、担当福祉司と心理担当職員、お
よび一時保護所の生活担当職員がつきます。 
健康診断、心理判定ほかさまざまな検査観察な
どを受けます。 

 
担当のケースワーカーが入所する場所を検討し
ます。 
 

 
原因としては、心理的虐待が一番多いといわれ
ています。 

 
職員はさまざまな勉強をしています。この中に
いるうちは、幸せな生活を送ってもらいたいと
願っています。 

 


